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業 務 等 回 答 書 

提出日：令和８年６月10日 

発 注 機 関 名 自然保護課 公  告  日   令和８年６月５日 

業 務 名  

業 務 箇 所 名 

令和８年度生物多様性セミナー等運営委託業務 

長野県内 

質 問 内 容 実施広告「２ 応募資格要件 (8) 過去３年以内に、国又は地方公共団体と

本業務と同種又は類似の生物多様性に関する業務を履行した実績を有する

者であること。」の解釈について 

 

① 同一グループ内の別法人が有する実績を、自社の実績として認められるか。 

 

② 生物多様性分野ではないが、講座開催等の類似性がある業務実績で要件を

満たす可能性があるか。 

 

③ 業務に従事予定の個人が前職で関連業務の実績を有する場合、それをもっ

て要件を満たすと考えられるか。 

回答日：令和８年６月11日 

回 答 ①  応募資格要件における実績は、応募される法人自らが履行した実績であ

ることとしています。このため、原則として、別法人（同一グループ会社を

含む）の実績をそのまま当該法人の実績として取り扱うことはできません。 

 

②  応募資格要件(8)における「同種又は類似の生物多様性に関する業務」に

ついては、業務内容を総合的に判断します。 

例えば、セミナーやマッチング会等（生物多様性に関するものに限ら

ない）の開催実績に加えて、生物多様性に関する業務（セミナー等の形

式に限らない）について、国又は地方公共団体との履行実績が確認でき

る場合は、対象となり得ます。 

ただし、最終的な該当性は、提出いただく書類の内容に基づき判断しま

す。 

 

③  応募資格要件(8)は、法人として履行した実績を有することを求めるもの

です。このため、従事者個人の実績のみをもって応募資格要件を満たすこ

とはできません。 

なお、従事者の経験や専門性は、業務の実施体制の評価において考慮さ

れる要素となりますので、企画提案書において適切にご提示ください。 

 


